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Agenda
弘前大学DX
2021年度：デジタル化のための提言
2022年度～：第４期中期目標・中期計画における
DXの実践

東北地区業務DX
東北大学 業務のDX推進プロジェクト・チーム
東北地区業務DXチーム
大学DXアライアンス

大学DXに取り組むために重要なこと
DXを進める中での問題点・課題・推進策

まとめ
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弘前大学DX
2021年度：デジタル化推進のための提言とりまとめ
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弘前大学DX
目標
デジタル技術を活用した業務改善
DX人材の育成・確保
DXを支えるICT基盤（設備）の強化

2022年度～2023年度
組織体制の強化

情報基盤センター 本町地区サブセンターの設置
情報連携統括本部 連携教員の増員

電子決裁システム全学導入
Collaboflowの全学展開：28部局中14部局で実施

テレワーク環境整備
当初計画時よりも簡易的な構成として仕様検討・調達
広報・情報戦略課にて試行、情報セキュリティ・運用に問題がないこ
とを確認

RPA導入
複数RPAシステムの試行 対象：科研費事務処理など

ペーパーレス化
Microsoft Office365の有効活用

教育DX高速データ処理システムの導入
2022年度新入生よりBYOD
数理・データサイエンス教育に合わせ、JupyterHub環境の強化
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東北大学ビジョン
東北大学ビジョン2030
2020年7月コネクテッドユニバーシティ戦略
全方位DX
業務のDX推進プロジェクトを開始

2024.06.13 7AXIES2023講演資料（国⽴⼤学法⼈東北⼤学 情報部デジタル変⾰推進課 東北⼤学 業務のDX推進プロジェクト・チームの挑戦）より



東北地区業務DX
東北地区業務DXチーム発足（2023年度）

東北大学において、2021年3月に創設された「東北創生国立大学アプライア
ンス」の目的達成の一助として
大学間の枠を超えて、国立大学法人等の共通課題に対してDXで挑戦し、スキ
ル・ノウハウを事務担当者において共有
自大学の業務DXに積極的に活用、オンライン・リアルの人事交流によりスキ
ル、マインドを醸成
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東北地区業務DX
東北大学情報部デジタル変革推進課より、各大学に参画要請
各大学において東北地区業務DXチームメンバーを公募

一部活動にあたっては業務時間内に行うことも想定されているため、申し込
みにあたっては、事前に所属長の了承を得た上で行う
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チーム 概要・キーワード 今井参加
業務のイノベーション chatGPT、メタバース ○
業務のスマート化 RPA、ノーコード開発
印鑑フリー 電⼦決済・電⼦⽂書保存・申請業務の電⼦化
部局DX普及・促進 DX普及にかかる調査、研修会など
クリエイティブ 動画をはじめとするコンテンツ作成ノウハウの蓄積・推進
経営戦略DB 学内外のデータ集約・統合・活⽤、データ分析スキル向上 ○
働き場所フリー 事務ネットワーク環境の最適化、クラウドPBX

業務改⾰推進 現状業務の問題検証、DXや業務の改善
プロモーション DXの取り組みを学内外にアピール ○
教務事務DX 学務情報システムやITツールを活⽤した教務事務のDX化
東北⼤学アプリ マイナンバーカードを活⽤したアプリ開発
エンロールメントマネジメント（EM） ⼊学前〜卒業後の学⽣データを取り扱うシステム
カスタマーリレーションシップ
マネジメント（CRM）

学外のステークホルダーへ向けた活動 ○



東北地区業務DX
おおよそ月１回のペースで打ち合わせ
CRM班：
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AXIES2023講演資料（国⽴⼤学法⼈東北⼤学 情報部デジタル変⾰推進課
東北⼤学 業務のDX推進プロジェクト・チームの挑戦）より
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地域・組織の枠を超えたDX連携の推進
2024.05.27 参加説明会

大学DXアライアンス

AXIES2023講演資料（国⽴⼤学法⼈東北⼤学 情報部デジタル変⾰推進課
東北⼤学 業務のDX推進プロジェクト・チームの挑戦）より
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地域・組織の枠を超えたDX連携の推進

大学DXアライアンス

(2024.06)

検索：⼤学DXアライアンス
https://www.dx.tohoku.ac.jp/efforts/alliance/



DXを進める中での問題点・課題
今現在の業務フローの一部をデジタル化する
だけになりがち
業務フロー・規則・手続きの抜本的な見直しが必要
事務組織・業務が主対象となっている一方で、教員
は研究データ管理が喫緊の課題

経営層・財務への説明
新規ツール・設備の導入にかかるコスト増加

情報ネットワークの需要増加
BYOD実施・数理データサイエンス教育の拡充

セキュリティの脅威増加
既存組織（情報連携統括本部）に求められている役
割と責任の増大
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DX推進案
DXキャラバンによる学内課題の抽出
実際に事務作業を行う担当者レベルの生の声を収集

DX推進センター構想
既存の情報基盤構築・運用、セキュリティ対応とは別に、
DXを専任とするチーム（センター）を組織
部局を限定せず「やる気のある人」がDX推進チームに参
画（ボトムアップ型改革）
インセンティブの設定
これまでの慣例や変革を望まない層からの声にとらわれずに
実施できる権限の付与・明言

成果の見える化・新規ツールの費用対効果明示
生成AIをはじめとする新規ツールの試行と評価
運用コストを考慮した施設・設備の検討

DX人材の育成
リスキリング・各種試験等の推進
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まとめ
弘前大学のDXの取り組み
第４期中期目標・中期計画後のあるべき姿に向けた
DXの提言
ディジタル環境の発展に合わせた改善

限られた人材・費用の中で最大効率を追求するDX
の実施・推進

東北地区業務DXに参画して国立大学における
全方位のDX推進活動を実施
全国規模の大学DXアライアンス

2024.06.13 15


